
≪評価基準≫
Ａ：目標を達成することができた（100％以上）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（80～99％）
Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった（30～79％）
Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満）
Ｅ：未実施（0％）

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 －：新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため実施を見送った事業

２年度 3年度 4年度 5年度
目標 目標 目標 目標
18社 120社 A 18社 18社 18社
4回 12回 A 4回 4回 4回

(２)金融機関等へのヒアリング調査 3回 3回 A 3回 3回 3回
3回 3回 A 3回 3回 3回

(３)刊行物、各種統計調査による調査 2回 2回 A 2回 2回 2回
4回 4回 A 4回 4回 4回

1回 2回 A 1回 1回 1回
30者 30者 A 30者 30者 30者
20件 40件 A 20件 20件 20件
2件 15件 A 2件 2件 2件

４．事業計画策定後の実施支援

1回 2回 A 1回 1回 1回
250件 155件 C 250件 250件 250件
5件 5件 A 5件 5件 5件
1回 3回 A 1回 1回 1回

250件 282件 A 250件 250件 250件
5件 5件 A 5件 5件 5件

1回 1回 A 1回 1回 1回
9件 20件 A 9件 9件 9件
3件 18件 A 3件 3件 3件
1回 1回 A 1回 1回 1回
9件 9件 A 9件 9件 9件
3件 6件 A 3件 3件 3件

(６)外部データの活用による需要動向に

4件 4件 A 4件 5件 5件
2件 2件 A 2件 3件 3件
2件 2件以上 A 2件 3件 3件

15万円 - - 15万円 30万円 30万円
2件 2件以上 A 3件 3件 3件

15万円 - - 30万円 30万円 30万円
2件 - - 3件 3件 3件

10万円 - - 20万円 20万円 20万円
2件 2件以上 A 3件 3件 3件

10万円 - Ｅ 15万円 15万円 15万円
2件 5件 A 3件 3件 3件

10万円 - Ｅ 15万円 15万円 15万円
1回 - - 2回 2回 2回
5者 - - 10者 10者 10者

10万円 - - 20万円 20万円 20万円

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組
2年度 3年度 4年度 5年度
目標 目標 目標 目標

(２)地域資源を活用した商品開発事業

(３)特産品ブランド化事業

(４)観光資源の掘り起こしと観光ルート

(５)テストマーケティング及びチャレンジ

2年度 3年度 4年度 5年度
目標 目標 目標 目標

１．他の支援機関との連携を
　　通じた支援ノウハウ等の

事業 項目 実績 評価

令和２年度総合評価
C

C 3回 3回 3回(３)経営発達支援評価委員会 3回 2回

C 4回 4回 4回
　るための仕組み 行った。

３．事業の評価及び見直しをす
(２)理事会 4回

経営発達支援事業の内容について、現在の進捗状況の確認及び事業内容の検証を
3回

A 12回 12回 12回(１)業務会議 12回 12回

A 12回 12回 12回
事業者の支援に役立てている。

(４)支援情報、支援ノウハウの共有化 12回
毎月、職員間でミーティングを行い、職員相互の支援内容や情報を共有し、小規模

12回

A 随時 随時 随時
取り組んだ。

(３)勉強会及びＯＪＴを通じたスキルアップ 随時
職員を対象としたOJTを通じ、経営革新、持続化補助金等の申請に係る資質向上に

随時

A 随時 随時 随時
　　上等 に参加し、資質の向上に努めた。

２．経営指導員等の資質の向
(２)岩手県商工会連合会が主催する研修 随時

経営指導員や経営支援スタッフを対象に、岩手県商工会連合会が主催する各種研修
随時

- 1回 1回 1回
(１)独立行政法人中小企業基盤整備機構が主催

する研修
随時

対象職員がいないため受講していない。
-

A 2回 2回 2回
(４)マーケティング系のコンサルタント等との

連携
2回

事業計画策定支援のために専門家を活用し、継続的な企業支援を行った。
3回

A 1回 1回 1回
法、業種別の課題等について情報交換を行った。

2回 2回 2回
資等実施にあたって電話対応により迅速に連携を図った

　　情報交換
(３)岩手県商工会連合会との連携 1回

経営力向上支援発表大会に参加し、優れた経営支援事例や特徴的な販路開拓の方
1回

(２)日本政策金融公庫との連携 2回
新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため、面談での会議は開催していないが、コロナ融

4回 A

2回 A 2回 2回 2回

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組

(１)岩手県信用保証協会及び地元金融機関

との連携
2回

地元金融機関である岩手銀行雫石支店、北日本銀行雫石支店との間で、金融懇談会を開催し、雫石

町利子補給制度利用状況や町内の融資状況について情報交換を行い、支援ノウハウを共有した。

随時 随時 随時
　ショップの実施

随時
7～11月の軽トラ市において、5件のテストマーケティングを行った。

5件 A

随時 随時 随時
　の設定

随時
観光資源の発掘と観光ルートの作成を継続している

- -

随時 随時 随時
1．地域経済活性化事業

随時
魚加工品についてブランド化の検討を継続している

- -

随時 随時 随時随時
魚加工品について商品開発の検討を継続している。

- -

A 2回 2回 2回
　 の開催

(１)地域経済活性化のための検討委員会
2回

軽トラ市実行委員会の開催を通じ、地域経済活性化のための検討を行った。
4回

(８)SNS活用による全体売上目標

事業 項目 実績 評価

(７)SNS活用セミナー実施回数 新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため集団セミナーは実施を見送った

　　参加事業者数

(６)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設(SHIFT)掲載事業所数 SHIFTからGoopeへの移行について情報提供を行った。

　　全体売上目標

(５)ﾆｯﾎﾟﾝｾﾚｸﾄ.COM掲載事業所数 ﾆｯﾎﾟﾝｾﾚｸﾄ.COMへの掲載情報提供を行った。

　　全体売上目標

６．新たな需要の開拓に寄与 (４)全国軽トラ市への出展支援件数 新型コロナウイルス感染症蔓延防止による全国軽トラ市（長野県）が中止となったた

　する事業【指針④】 　　全体売上目標 め、出展支援を見送った

(３)ﾆｯﾎﾟﾝ全国物産展への出展支援件数 各物産展の情報提供を行うも、物産展が中止となるなど開催されていない

　　全体売上目標

(２)いわて銀河プラザへの出展支援件数 いわて銀河プラザへの出展情報提供を行うも県外移動を伴うため出展には至ってい

　　全体売上目標 ない

(１)いわて食の商談会への出展支援件数 「いわて食の商談会in仙台」に2者、4件の出展支援を行った。

　　成約件数 成約件数は2件。

A 4回 4回 4回
　　関する提供回数

4回
「いわて銀河プラザ」の売れ筋商品情報や業界紙のトレンド情報の提供を行った。

4回

A 3回 3回 3回
指導としてバイヤーからの聞き取り調査を行った。

(５)専門家派遣の回数 3回
町内の商工業者による「いわて食の商談会in 仙台」出展支援を行い、商談会の事前

13回

　　調査件数 は12月に町内の飲食店において、町内の食材を用いた試作料理の消費者モニタリン

　　調査対象事業者数 グを行った。

　　調査対象事業者数

(４)シェフ向け実施回数 都内のレストランなど町外飲食店等への食材供給に向けた取り組みとして、今年度

５．需要動向調査 (３)バイヤー向け実施回数 会社のバイヤーへのヒアリングを行った。

【指針③】 　　調査件数

　　調査対象事業者数 電子決済導入調査35件等
地域外の需要動向調査 地域外の需要動向調査として、「いわて銀河プラザ」を運営している岩手県産株式

(２)飲食店調査回数 地域企業感染症対策等支援事業(10万円）申請及び支給時の対面調査212件

　　調査件数 GOTOイート取扱い店舗調査35件

　　調査件数 調査を、3事業者を対象に10月と11月に行った。

　　調査対象事業者数

地域内の消費者ニーズに関する調査 地域内の消費者ニーズの把握として、道の駅や軽トラ市での各種商品の販売状況

(１)特産品調査回数 から、今年度は軽トラ市に出店している事業者を選定し、消費者ニーズを把握する

A 12回 12回 12回
ローを行った。

(４)上記フォローアップ回数 12回
事業計画策定後の巡回、窓口相談において、経営、金融、税務等で40回以上のフォ

40回以上

A 2者 2者 2者
【指針➁】

(３)創業計画策定事業者数 2者
3.（３）に対して行った。

2者

A 80回 80回 80回
った。

(２)上記フォローアップ回数 80回
事業計画策定後の巡回、窓口相談において、事業計画策定90回以上フォローを行

132回

A 20者 20者 20者

2件

(１)事業計画策定事業者数

(うち、事業承継計画策定事業者含む)
20者

3.（２）に対して行った。
40者

2件 A 2件 2件

３．事業計画策定支援 (２)事業計画策定件数

(うち、事業承継計画策定件数)

専門家による個別相談会4件、巡回、窓口相談を通じて、事業承継計画15件、マル経等の金融相談8件、

【指針➁】 経営革新計画策定1件、持続化補助金等12件に伴う、各事業所の経営実態調査を行った。

(３)創業計画策定件数 2件
創業に伴う事業計画(資金計画、販売計画等)の策定について、サポートを行った。

また、各種補助金申請時においては、売上計画も丁寧に支援を行っている。
(１)事業計画策定セミナーの開催

(うち、参加事業者数)

専門家等を活用した事業計画支援について、集団セミナーの開催ができないため、

個別に説明や策定の指導を行った。

A 30件 30件 30件

40件
２．経営状況の分析 把握に努めている。

【指針➀】
(２)経営分析件数 30件

令和2年度は主にコロナ融資が多くを占めたが、融資相談時の経営分析やCF分析は重点的に行っている。
48件

120件 A 40件 40件

職員間で刊行物等を回覧し、事業計画の策定等に必要な資料等の調査を行い、会報

　　上記情報提供 や巡回等で情報提供を行った。

(１)小規模事業者経営実態調査 40件
１（１）経済動向調査と同様に毎月10件経営実態調査を実施しており、景況変化の

　　上記情報提供 10件実施しており、併せて補助金・給付金等の情報提供を行った。

1．地域の経済動向調査 岩手銀行雫石支店、北日本銀行雫石支店、日本政策金融公庫盛岡支店国民生活事業

【指針③】 　　上記情報提供 との情報交換を行い、巡回等で情報提供を行った。

(１)雫石町経済動向調査 毎月小売業、サービス業、製造業、建設業を中心とした景況アンケート調査を毎月

評価

雫石商工会　令和２年度経営発達支援事業評価

（令和３年３月現在）

事業 項目 実績


